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＜連絡事項＞

・

＜患者様連絡事項＞

・金田　光希様～本人より顔のにきびに対して薬がほしいと訴えあり、ゲンタマイシン1本処方となる。

・中田　徳子様～食事摂取量、水分摂取量共に少なく、馬渡Drへ報告。ヴィーンD500ml

　　　　　　　　処方となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。10～16時開放観察実施。開放観察中、Bユニットを眺める事があり、時折窓をコンコンと叩いている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつの開放観察実施。奇声なく、ホール内徘徊されている。流涎あり。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・猪石　和宏様～20時～翌6時まで時間隔離中。多弁さや他者への干渉はみられず落ち着いて過ごされている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。また、開放中の他者トラブルがないよう、見守り・介入を行っている。
＜要注目患者様＞
・中島　とし様～被毒妄想聞かれ、食事、服薬の拒否強くみられている。摂取量少ないため点滴継続中。8/7まで点滴2本/日　各午前・午後に1本ずつ施行指示。点滴中の拘束時、循環障害なし。

・小笠原　ツヤ様～24時間点滴キープ。9：30体温37.7℃、2点クーリング実施。ケア時に、大声や強い抵抗見られている。食事は拒否しているが服薬は出来ている。

・高田　マキ様～外出についての訴え多く、説明にも易怒的となりしつこさみられ、スタッフを

　　　　　　　　突き飛ばす事あり。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・吉島　知寿子様～8/4より声が出なくなったと訴え、小声で話されている。不機嫌さみられており、声掛けに素っ気無い態度をしている。

・藤井　崇史様～殆ど自室で臥床して過ごされている。8/4にタバコの本数を確認し、盗まれたと話す事あり。表情の硬さみられている。

・猪石　和宏様～時間隔離中。他者への干渉が目立つ事もあるが興奮する事なく過ごされている。特定患者と口論となる事が多い為、トラブルとならないよう介入していく。

＜新入院患者様＞

　氏　　名：野田　きみ（のだ　きみ）様

　生年月日：昭和3年11月7日 88歳

　性　　別：女性

　病　　名：アルツハイマー型認知症、うつ病

　入院形態：医療保護入院

　病棟病室: 東病棟合併症室
主 治 医：馬渡Dr

（経過）

　現在、ショートステイ利用中。

　平成26年夏頃より物忘れがあり、心配した家族が病院受診を勧め南部病院（脳神経外科）を受診。認知症の診断を受け薬物治療が開始となっていた。

　平成29年7月に入り急激に意欲低下、食欲、活動低下が顕著となり7/17頃より薬の管理もできない、寝てばかりいる状態で食事も勧めるが食べる意欲もない状態であることから、家族対応が困難のため平成29年7月27日三戸中央病院メンタルヘルス科（深澤Ｄｒ）へ南部病院より紹介があり、同日初診。三戸中央病院受診の際、専門医療機関での入院治療を勧められ今回、当院へ入院依頼の相談に至る。平成29年8月5日10：30東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

  　入院時、酸素飽和濃度の低下あり、酸素2Lマスクで開始。その後も酸素飽和濃度の上昇みられず4Lまで増量し、93～94％で経過。

※7/29～8/5までショートステイ（事業所：南部町エスコートあかね）を利用中

※当院入院患者様：野田敏治様（統合失調症：安ヶ平Ｄｒ担当）の母

